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(57)【要約】
【課題】乗務員による燃料盗難を的確に見つけることが
でき、経費管理の精度向上及び乗務員のモラル向上に寄
与できる車載器及び警報システムを提供する。
【解決手段】デジタルタコグラフ１０では、車速センサ
５１は、車両の速度を検出する。燃料計２８は、車両に
搭載されている燃料タンクｔｋ内の燃料量を検出する。
ＣＰＵ１１は、車両の停止を表す速度が検出され、かつ
、燃料量の変化量が閾値以上となったことを検出した場
合に、通信部２４が車両の外部に警告信号を送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の速度を検出する速度検出手段と、
　前記車両に搭載されている燃料タンク内の燃料量を検出する燃料量検出手段と、
　前記速度検出手段により前記車両の停止を表す速度が検出され、かつ、前記燃料量検出
手段により前記燃料量の変化量が閾値以上となったことを検出した場合に、警告信号およ
び前記車両を識別可能な情報を前記車両の外部に送信する送信手段と、
　を備える車載器。
【請求項２】
　前記車両が出庫中であるか否かを検出する出庫検出部を備え、
　前記送信手段は、前記速度検出手段により前記車両の停止を表す速度が検出され、前記
燃料量検出手段により前記燃料量の変化量が閾値以上となったことを検出し、かつ、前記
出庫検出部により前記車両が出庫中であると検出された場合に、前記車両の外部に警告信
号を送信する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の車載器。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の車載器と、
　前記車載器と無線通信を介して通信可能な外部装置と、を備え、
　前記外部装置は、
　前記車載器から前記警告信号を受信する警告受信手段と、
　前記警告受信手段が前記警告信号を受信したことを表す警告情報を提示する警告提示手
段と、を有する
　ことを特徴とする警報システム。
【請求項４】
　前記外部装置は、
　前記警告情報を無線通信を介して予め定められた携帯端末に送信する警告情報送信手段
を備える
　ことを特徴とする請求項３に記載の警報システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車載器及び警報システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、車両から燃料を抜き取る燃料盗難が起きている。特に、車両を管理する事業所に
おいては、複数台の車両を管理していることから燃料盗難が発生する可能性も高くなるた
め、事業所の管理者は、燃料盗難と疑われる状況をいち早く見つけて対処したい要望があ
る。
【０００３】
　そこで、燃料センサにより計測される燃料の量的変化が異常である場合に、盗難発生が
検出されたとして警報などの出力処理を行う盗難防止装置がある（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１７５３１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、車両の乗務員が自車の燃料を抜き取った場合、車両の管理者には、いつ
、だれが、どこで、燃料盗難が行われたかを見つけることが難しかった。また、特許文献



(3) JP 2018-28860 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

１の盗難防止装置でも、乗務員が自車の燃料を抜き取っていることを見つけることは難し
かった。
【０００６】
　乗務員による燃料盗難を看過したままにしておくと、燃料の経費が増加して経費管理の
精度が低下するだけでなく、乗務員のモラルの低下を招くおそれもある。
【０００７】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、乗務員による燃料
盗難を的確に見つけることができ、経費管理の精度向上及び乗務員のモラル向上に寄与で
きる車載器及び警報システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述した目的を達成するために、本発明に係る車載器及び警報システムは、下記（１）
～（４）を特徴としている。
（１）　車両の速度を検出する速度検出手段と、前記車両に搭載されている燃料タンク内
の燃料量を検出する燃料量検出手段と、前記速度検出手段により前記車両の停止を表す速
度が検出され、かつ、前記燃料量検出手段により前記燃料量の変化量が閾値以上となった
ことを検出した場合に、警告信号および前記車両を識別可能な情報を前記車両の外部に送
信する送信手段と、を備える
　ことを特徴とする車載器。
【０００９】
（２）　前記車両が出庫中であるか否かを検出する出庫検出部を備え、前記送信手段は、
前記速度検出手段により前記車両の停止を表す速度が検出され、前記燃料量検出手段によ
り前記燃料量の変化量が閾値以上となったことを検出し、かつ、前記出庫検出部により前
記車両が出庫中であると検出された場合に、前記車両の外部に警告信号を送信する、こと
を特徴とする上記（１）に記載の車載器。
【００１０】
（３）　上記（１）または（２）に記載の車載器と、前記車載器と無線通信を介して通信
可能な外部装置と、を備え、前記外部装置は、前記車載器から前記警告信号を受信する警
告受信手段と、前記警告受信手段が前記警告信号を受信したことを表す警告情報を提示す
る警告提示手段と、を有する警報システム。
【００１１】
（４）　前記外部装置は、前記警告情報を無線通信を介して予め定められた携帯端末に送
信する警告情報送信手段を備えることを特徴とする上記（３）に記載の警報システム。
【００１２】
　上記（１）の構成の車載器によれば、走行していないにもかかわらず、燃料タンク内の
燃料量が急激に減少した場合、車載器から車両の外部に警告信号と車両の識別情報とを送
信し、燃料盗難の疑いがある旨を事務所の管理者に伝えることができる。特に、停止中に
燃料量の変化を計測し、閾値と比較することで、燃料盗難が起きているか否かを判定する
精度を高めることができる。これは、走行中に燃料を抜くことはできない、また、走行条
件によって燃料量が変化するといった要素を排除できるからである。これにより、乗務員
による燃料盗難を的確に見つけることができ、経費管理の精度向上及び乗務員のモラル向
上に寄与できる。
【００１３】
　上記（２）の構成の車載器によれば、出庫中に燃料盗難の疑いを見つけることで、燃料
盗難を行っている乗務員を特定することができる。したがって、事務所の管理者は、特定
された乗務員に対し、直接に措置を講ずることができる。
【００１４】
　上記（３）の構成の警報システムによれば、事務所内に設置された外部装置に警告情報
が提示されるので、事務所にいる管理者は燃料盗難があったことにいち早く気付くことが
できる。
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【００１５】
　上記（４）の構成の警報システムによれば、警告情報を乗務員あるいは事務所の管理者
が所持する携帯端末に送信することで、乗務員あるいは事務所の管理者は、いち早く警告
情報があったことに気付くことができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、乗務員による燃料盗難を的確に見つけることができ、経費管理の精度
向上及び乗務員のモラル向上に寄与できる。
【００１７】
　以上、本発明について簡潔に説明した。更に、以下に説明される発明を実施するための
形態（以下、「実施形態」という。）を添付の図面を参照して通読することにより、本発
明の詳細は更に明確化されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、実施の形態における運行管理システムの構成を示す図である。
【図２】図２は、燃料盗難の疑いの有無を説明する図である。
【図３】図３は、燃料計測動作手順を示すフローチャートである。
【図４】図４は、表示部に表示された緊急情報一覧画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明に関する具体的な実施形態について、各図を参照しながら以下に説明する。
本実施形態の警報システムは、乗務員による燃料盗難の疑いがある場合に車両の管理者に
その旨を通知する運行管理システムに適用される。なお、乗務員以外の者による燃料盗難
も通知可能である。
【００２０】
　図１は実施の形態における運行管理システム５の構成を示す図である。運行管理システ
ム５は、トラックやバス等の車両の運行状況を管理するものであり、ネットワーク７０を
介して接続される、運行記録装置（以下、デジタルタコグラフという）１０と事務所ＰＣ
３０とを含む構成を有する。
【００２１】
　事務所ＰＣ３０は、事務所に設置された汎用のコンピュータ装置で構成され、車両の運
行状況を管理する。ネットワーク７０は、デジタルタコグラフ１０と広域通信を行う無線
基地局８や事務所ＰＣ３０が接続されるインターネット等のパケット通信網であり、デジ
タルタコグラフ１０と事務所ＰＣ３０と間で行われるデータ通信を中継する。デジタルタ
コグラフ１０と無線基地局８との間の通信は、ＬＴＥ（Long Term Evolution）／４Ｇ（4
th Generation）等のモバイル通信網（携帯回線網）で行われてもよいし、無線ＬＡＮ（L
ocal Area Network）で行われてもよい。
【００２２】
　デジタルタコグラフ１０は、車両に搭載され、出入庫時刻、走行距離、走行時間、走行
速度、速度オーバー、エンジン回転数オーバー、急発進、急加速、急減速、燃料量等の運
行データを記録する。デジタルタコグラフ１０は、ＣＰＵ１１、揮発メモリ２６Ｂ、不揮
発メモリ２６Ａ、記録部１７、カードＩ／Ｆ１８、音声Ｉ／Ｆ１９、ＲＴＣ（時計ＩＣ）
２１、ＳＷ入力部２２及び表示部２７を有する。
【００２３】
　ＣＰＵ１１は、デジタルタコグラフ１０の各部を統括的に制御する。不揮発メモリ２６
Ａは、ＣＰＵ１１によって実行される動作プログラム等を格納する。
【００２４】
　記録部１７は、運行データや映像等のデータを記録する。カードＩ／Ｆ１８には、乗務
員が所持するメモリカード６５が挿抜自在に接続される。ＣＰＵ１１は、カードＩ／Ｆ１
８に接続されたメモリカード６５に対し運行データ、映像等のデータを書き込む。音声Ｉ
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／Ｆ１９には、内蔵のスピーカ２０が接続される。スピーカ２０は、警報等の音声を発す
る。
【００２５】
　ＲＴＣ２１（計時部）は、現在時刻を計時する。ＳＷ入力部２２には、乗務員によって
押下される出庫ボタン２２ｚ、入庫ボタン等の各種ボタンのＯＮ／ＯＦＦ信号が入力され
る。表示部２７は、ＬＣＤ（liquid crystal display）で構成され、通信や動作の状態の
他、警報等を表示する。
【００２６】
　また、デジタルタコグラフ１０は、速度Ｉ／Ｆ１２Ａ、エンジン回転Ｉ／Ｆ１２Ｂ、外
部入力Ｉ／Ｆ１３、センサ入力Ｉ／Ｆ１４、アナログ入力Ｉ／Ｆ２９、ＧＰＳ受信部１５
、通信部２４及び電源部２５を有する。
【００２７】
　速度Ｉ／Ｆ１２Ａには、車両の速度を検出する車速センサ５１が接続され、車速センサ
５１からの速度パルスが入力される。車速センサ５１は、デジタルタコグラフ１０にオプ
ションとして設けられてもよいし、デジタルタコグラフ１０とは別の装置として設けられ
てもよい。エンジン回転Ｉ／Ｆ１２Ｂには、エンジン回転数センサ（図示せず）からの回
転パルスが入力される。外部入力Ｉ／Ｆ１３には、外部機器（図示せず）が接続される。
【００２８】
　センサ入力Ｉ／Ｆ１４には、燃料計（燃料ゲージ）２８が接続され、燃料計２８で計測
された燃料量を表す値が入力される。燃料計（燃料ゲージ）２８は、燃料タンクｔｋ内に
貯留する燃料量を検出して表示するものであり、燃料センサ２８Ａと燃料メータ２８Ｂと
から構成される。燃料センサ２８Ａには、フューエルセンダユニットが用いられる。フュ
ーエルセンダユニットでは、液面の高さに応じて上下するフロートによって印刷抵抗の抵
抗値が変化する。この印刷抵抗を流れる電流値が液面の高さによって変化することで、燃
料量が検出される。フューエルセンダユニットとしては、上記フロート式や、リニア式の
ものなど、公知のユニットにより構成されている。
【００２９】
　燃料メータ２８Ｂは、燃料センサ２８Ａから出力される燃料量を表すアナログ信号をデ
ジタル値に変換し、目盛りに対して指針を変化させることで燃料量を指示するとともに、
センサ入力Ｉ／Ｆ１４を介してＣＰＵ１１に対し燃料量を表すデジタル値を出力する。
【００３０】
　アナログ入力Ｉ／Ｆ２９には、エンジン温度（冷却水温）を検知する温度センサ（図示
せず）、燃料量を検知する燃料量センサ（図示せず）等の信号が入力される。ＣＰＵ１１
は、これらのＩ／Ｆを介して入力される情報を基に、各種の運転状態を検出する。
【００３１】
　ＧＰＳ受信部１５は、ＧＰＳアンテナ１５ａに接続され、ＧＰＳ衛星から送信される信
号を受信し、現在位置（ＧＰＳ位置情報）を取得する。
【００３２】
　通信部２４は、広域通信を行い、携帯回線網（モバイル通信網）を介して無線基地局８
に接続されると、無線基地局８と繋がるインターネット等のネットワーク７０を介して、
事務所ＰＣ３０と通信を行う。また、通信部２４は、乗務員や事務所の管理者等が所持す
るスマートフォン等の携帯端末６６と通信可能である。電源部２５は、イグニッションス
イッチのオン等によりデジタルタコグラフ１０の各部に電力を供給する。
【００３３】
　一方、事務所ＰＣ３０は、汎用のオペレーティングシステムで動作するＰＣである。事
務所ＰＣ３０は、運行管理装置として機能し、ＣＰＵ３１、通信部３２、表示部３３、記
憶部３４、カードＩ／Ｆ３５、操作部３６、出力部３７、音声Ｉ／Ｆ３８及び外部Ｉ／Ｆ
４８を有する。
【００３４】
　ＣＰＵ３１は、事務所ＰＣ３０の各部を統括的に制御する。通信部３２は、ネットワー
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ク７０を介してデジタルタコグラフ１０と通信可能である。また、通信部３２は、乗務員
や事務所の管理者等が所持するスマートフォン等の携帯端末６６と通信可能である。また
、通信部３２は、ネットワーク７０に接続された各種のデータベース（図示せず）とも接
続可能であり、必要なデータを取得可能である。
【００３５】
　表示部３３は、運行管理画面の他、緊急情報一覧画面ＧＭ（図４参照）等を表示する。
記憶部３４は、デジタルタコグラフ１０が実行する各種プログラムを格納する。
【００３６】
　カードＩ／Ｆ３５には、メモリカード６５が挿抜自在に装着される。カードＩ／Ｆ３５
は、デジタルタコグラフ１０によって計測され、メモリカード６５に記憶された運行デー
タを入力する。操作部３６は、キーボードやマウス等を有し、事務所の管理者の操作を受
け付ける。出力部３７は、各種データを出力する。音声Ｉ／Ｆ３８には、マイク４１及び
スピーカ４２が接続される。事務所の管理者は、マイク４１及びスピーカ４２を用いて音
声通話を行うことも可能であり、警察等への連絡を行う。
【００３７】
　外部Ｉ／Ｆ４８には、外部記憶装置（ストレージメモリ）５４が接続される。外部記憶
装置５４は、乗務員データ５５、運行データ５６等を記録する。
【００３８】
　上記構成を有する運行管理システム５の動作を示す。図２は燃料盗難の疑いの有無を説
明する図である。トラックＴＲは、出庫すると、所定のルートに従って走行し、途中、休
憩等で停止する。この間、燃料計２８の値は、走行距離等に応じて漸減する。乗務員がエ
ンジンを停止させてトラックＴＲが走行していない状態では、通常、燃料計２８の値は変
化しない。仮に、エンジンの停止中、燃料計２８の値が急激に減少する方向に変化した場
合、燃料盗難が疑われる。
【００３９】
　図３は燃料計測動作手順を示すフローチャートである。この処理はデジタルタコグラフ
１０のＣＰＵ１１によって実行される。イグニッションオン等によりデジタルタコグラフ
１０が起動すると、まず、ＣＰＵ１１は、出庫ボタン２２ｚが押下されたか否かを判別し
、出庫ボタン２２ｚが押下されると、運行開始と判断する（Ｓ１）。なお、既に出庫中で
ある場合、ＣＰＵ１１は、ステップＳ１において、運行を開始していると判断する。また
、出庫の有無は、出庫ボタンの押下の有無によらず、実際に車両が走行しているか否かに
よって判断されてもよい。
【００４０】
　車両が出庫すると、ＣＰＵ１１は、車両が停止するまで待つ（Ｓ２）。車両の停止は、
速度Ｉ／Ｆ１２ＡからＣＰＵ１１に速度パルスが出力されなくなることで判断される。車
両が例えば休憩等により停止すると、ＣＰＵ１１は、車両が停止してから安定時間が経過
したか否かを判別する（Ｓ３）。安定時間とは、車両が停止した直後、燃料タンクｔｋ内
の燃料の液面が波立っている状態から落ち着いた状態になるまでにかかる時間、また、燃
料タンクｔｋ内に挿入された燃料センサ２８Ａが適正な値を出力するまでにかかる時間を
考慮して決められる。燃料の液面が安定化するまでにかかる時間は、燃料量、タンク種類
やタンク容量等によって異なる。通常、タンク容量が大きい程、液面の高さが収束するま
での時間は長くなる。
【００４１】
　ＣＰＵ１１は、安定時間が経過していない場合、車両が走行しているか否かを判別する
（Ｓ４）。車両が走行を開始した場合、ＣＰＵ１１は本動作を終了する。一方、車両が走
行していない場合、ＣＰＵ１１は、ステップＳ３の処理に戻る。
【００４２】
　また、ステップＳ３で安定時間が経過すると、ＣＰＵ１１は、センサ入力Ｉ／Ｆ１４を
介して燃料計２８から燃料データを取得する（Ｓ５）。このとき、取得される燃料データ
は、車両が停止して安定時間経過直後のデータであり、停止直後の燃料データと称する。
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【００４３】
　その後、ＣＰＵ１１は、再びセンサ入力Ｉ／Ｆ１４を介して燃料計２８から燃料データ
を取得する（Ｓ６）。このとき、取得される燃料データは、安定時間が経過した後のデー
タであり、比較用の燃料データと称する。
【００４４】
　ＣＰＵ１１は、停止直後の燃料データの量から比較用の燃料データの量を差し引いた値
（変化量）を算出し、燃料の変化が大きいか否か、つまり、停止後の燃料の変化量が設定
値以上であるか否かを判別する（Ｓ７）。この設定値（閾値）は、燃料盗難であるか否か
を見極めるための値であり、任意の値に設定可能である。例えば、少量の燃料盗難が見込
まれる場合には、設定値は１．０リットル～３．０リットルの値に設定される。一方、多
量の燃料盗難が見込まれる場合には、１０リットル～３０リットルの値に設定される。
【００４５】
　停止後の燃料の変化量が設定値未満である場合、ＣＰＵ１１は、燃料盗難でないと判断
し、車両が走行を開始したか否かを判別する（Ｓ８）。車両が走行を開始した場合、ＣＰ
Ｕ１１は本動作を終了する。一方、車両が走行していない場合、ＣＰＵ１１は、ステップ
Ｓ６の処理に戻る。
【００４６】
　また、ステップＳ７で停止後の燃料の変化量が設定値以上であると判断された場合、Ｃ
ＰＵ１１は、燃料盗難の疑いがあるとして、警告情報（警告信号）を含む燃料盗難に関す
るデータを事務所ＰＣ３０に送信する（Ｓ９）。燃料盗難に関するデータとして、日時（
時刻）、位置、車両番号、燃料変化量等のデータが挙げられる。この後、ＣＰＵ１１は本
動作を終了する。
【００４７】
　燃料盗難に関するデータは、ネットワーク７０を経由して事務所ＰＣ３０に送信され、
また、モバイル通信網を介して携帯端末６６に送信される。なお、燃料盗難に関するデー
タは、メールで通知されてもよい。事務所ＰＣ３０のＣＰＵ３１は、燃料盗難に関するデ
ータを受信すると、表示部３３の緊急情報一覧画面ＧＭ（図４参照）に車両盗難の疑いが
あることを表すマークやメッセージをリアルタイムにポップアップ表示させる。なお、携
帯端末６６においても、事務所ＰＣ３０と同様の表示が行われてもよい。
【００４８】
　事務所の管理者は、ポップアップ表示された内容を見て、該当する乗務員に対し必要な
措置を行う。必要な措置として、例えばデジタルタコグラフ等の車載器に警報音を発生さ
せたり、乗務員の携帯端末に警告情報を表示させたり、警察等に通報することも可能であ
る。
【００４９】
　図４は表示部３３に表示された緊急情報一覧画面ＧＭを示す図である。この緊急情報一
覧画面ＧＭには、緊急情報リストＴＬが表示される。緊急情報リストＴＬには、イベント
が時系列に登録されている。例えば、「2016 6/10 10:10:35 急発進」、「2016 6/11 07:
30:05 タイヤパンク」、「2016 6/12 13:10:00 アイドリング時間超過」等が登録されて
いる。また、緊急情報一覧画面ＧＭには、「××××号車　盗難疑い」の警告情報を含む
ポップアップ画面ｇｐが表示される。なお、事務所ＰＣ３０は、ポップアップ画面ｇｐを
表示する際、盗難（犯罪）や燃費（経費）に係る内容で緊急度が高い場合には、スピーカ
４２から「××××号車　盗難疑い」の音声を発してもよい。また、ポップアップ画面ｇ
ｐを表示する代わりに、緊急情報リストＴＬ内で色を変えたり点滅させて表示させること
により、管理者が気づきやすいようにしてもよい。
【００５０】
　なお、図３のフローチャートでは、出庫中に燃料盗難の有無を判断したが、入庫中に燃
料盗難の有無を判断してもよい。つまり、ＣＰＵ１１は、ステップＳ１～Ｓ４の処理を省
き、ステップＳ５～Ｓ９の処理を実行することで、入庫中の燃料盗難の有無を判断するこ
とも可能である。
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【００５１】
　本実施形態のデジタルタコグラフ１０では、車速センサ５１（速度検出手段）は、車両
の速度を検出する。燃料計２８（燃料量検出手段）は、車両に搭載されている燃料タンク
ｔｋ内の燃料量を検出する。ＣＰＵ１１（送信手段）は、車両の停止を表す速度が検出さ
れ、かつ、燃料量の変化量が閾値以上となったことを検出した場合に、通信部２４（送信
手段）が車両の外部に警告信号を送信する。
【００５２】
　このように、走行していないにもかかわらず、燃料が急激に減った場合、デジタルタコ
グラフ１０から事務所ＰＣ３０に燃料盗難に関するデータを送信し、燃料盗難の疑いがあ
る旨を事務所の管理者に伝えることができる。特に、停止中に燃料量の変化を計測するこ
とで、燃料盗難が起きているか否かを判定する精度を高めることができる。これは、走行
中に燃料を抜くことはできない、また、走行条件によって燃料量が変化するといった要素
を排除できるからである。これにより、乗務員による燃料盗難を的確に見つけることがで
き、経費管理の精度向上及び乗務員のモラル向上に寄与できる。
【００５３】
　また、ＣＰＵ１１は、出庫ボタン２２ｚの押下を受け付けること（出庫検出部）によっ
て、車両が出庫中であるか否かを検出する。ＣＰＵ１１（送信手段）は、車両の停止を表
す速度が検出され、かつ、燃料量の変化量が閾値以上となったことを検出し、かつ、車両
が出庫中であると検出された場合に、事務所ＰＣ３０（車両の外部）に警告信号を送信す
る。
【００５４】
　このように、出庫中に燃料盗難の疑いを見つけることで、燃料盗難を行っている乗務員
を特定することができる。事務所の管理者は、特定された乗務員に対し、直接に措置を講
ずることができる。講ずる措置としては、例えば、デジタルタコグラフ等の車載器に警報
音を発生させたり、乗務員の携帯端末６６に警告情報を表示させたり、警察等に通報する
ことも可能である。
【００５５】
　また、運行管理システム５（警報システム）は、デジタルタコグラフ１０（車載器）と
、このデジタルタコグラフ１０と無線通信を介して通信可能な事務所ＰＣ３０（外部装置
）と、を備える。事務所ＰＣ３０では、通信部３２（警告受信手段）はデジタルタコグラ
フ１０から警告信号を受信する。表示部３３（警告提示手段）は、警告信号を受信したこ
とを表す警告情報を提示する。
【００５６】
　緊急情報一覧画面ＧＭに、「××××号車　盗難疑い」の警告情報を含むポップアップ
画面ｇｐを表示させることで、事務所の管理者は燃料盗難があったことにいち早く気付く
ことができる。
【００５７】
　また、事務所ＰＣ３０の通信部３２（警告情報送信手段）は、警告情報を無線通信を介
して予め定められた携帯端末６６に送信する。警告情報を乗務員あるいは事務所の管理者
が所持する携帯端末６６に送信することで、乗務員あるいは事務所の管理者は、いち早く
警告情報があったことに気付くことができる。
【００５８】
　なお、本発明の技術的範囲は、上述した実施形態に限定されるものではない。上述した
実施形態は、本発明の技術的範囲内で種々の変形や改良等を伴うことができる。
【００５９】
　例えば、上記実施形態では、車載器としてデジタルタコグラフに適用された場合を示し
たが、本発明は、車両の停止を検出し、また、燃料量を計測可能な機器であればよく、専
用装置、ドライブレコーダ、メータ装置、各種制御を行うＥＣＵ（Engine Control Unit
）等に適用可能である。
【００６０】
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　ここで、上述した本発明に係る車載器及び警報システムの実施形態の特徴をそれぞれ以
下［１］～［４］に簡潔に纏めて列記する。
［１］　車両の速度を検出する速度検出手段（車速センサ５１）と、
　前記車両に搭載されている燃料タンク内の燃料量を検出する燃料量検出手段（燃料計２
８）と、
　前記速度検出手段により前記車両の停止を表す速度が検出され、かつ、前記燃料量検出
手段により前記燃料量の変化量が閾値以上となったことを検出した場合に、警告信号およ
び前記車両を識別可能な情報を前記車両の外部に送信する送信手段（ＣＰＵ１１，通信部
２４）と、
　を備えることを特徴とする車載器（デジタルタコグラフ１０）。
［２］　前記車両が出庫中であるか否かを検出する出庫検出部（出庫ボタン２２ｚ）を備
え、
　前記送信手段は、前記速度検出手段により前記車両の停止を表す速度が検出され、前記
燃料量検出手段により前記燃料量の変化量が閾値以上となったことを検出し、かつ、前記
出庫検出部により前記車両が出庫中であると検出された場合に、前記車両の外部に警告信
号を送信する、
　ことを特徴とする上記［１］に記載の車載器。
［３］　上記［１］または［２］に記載の車載器と、
　前記車載器と無線通信を介して通信可能な外部装置（事務所ＰＣ３０）と、を備え、
　前記外部装置は、
　前記車載器から前記警告信号を受信する警告受信手段（通信部３２）と、
　前記警告受信手段が前記警告信号を受信したことを表す警告情報を提示する警告提示手
段（表示部３３）と、を有する
　ことを特徴とする警報システム。
［４］　前記外部装置は、
　前記警告情報を無線通信を介して予め定められた携帯端末に送信する警告情報送信手段
（通信部３２）を備える
　ことを特徴とする上記［３］に記載の警報システム。
【符号の説明】
【００６１】
　５　運行管理システム
　８　無線基地局
　１０　デジタルタコグラフ（運行記録装置）
　１１、３１　ＣＰＵ
　１２Ａ　速度Ｉ／Ｆ
　１２Ｂ　エンジン回転数Ｉ／Ｆ
　１３　外部入力Ｉ／Ｆ
　１４　センサ入力Ｉ／Ｆ
　１５　ＧＰＳ受信部
　１５ａ　ＧＰＳアンテナ
　１７　記録部
　１８　カードＩ／Ｆ
　１９　音声Ｉ／Ｆ
　２０、４２　スピーカ
　２１　ＲＴＣ
　２２　ＳＷ入力部
　２２ｚ　出庫ボタン
　２４、３２　通信部
　２５　電源部
　２６Ａ　不揮発メモリ
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　２６Ｂ　揮発メモリ
　２７　表示部
　２８　燃料計
　２８Ａ　燃料センサ
　２８Ｂ　燃料メータ
　２９　アナログ入力Ｉ／Ｆ
　３０　事務所ＰＣ
　３３　表示部
　３４　記憶部
　３５　カードＩ／Ｆ
　３６　操作部
　３７　出力部
　３８　音声Ｉ／Ｆ
　４１　マイク
　４８　外部Ｉ／Ｆ
　５１　車速センサ
　５４　外部記憶装置（ストレージメモリ）
　５５　乗務員データ
　５６　運行データ
　６５　メモリカード
　６６　携帯端末
　７０　ネットワーク
　ＧＭ　緊急情報一覧画面
　ｇｐ　ポップアップ画面
　ＴＬ　緊急情報リスト
　ｔｋ　燃料タンク
　ＴＲ　トラック
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